
困った行動への理解と対応 ２

令和７年1月２７日

～ 記録から見る子どもからのメッセージ ～

特別支援教育あどばいすタイム

総合教育センター 特別支援・相談課
坂口 純子



本日の研修について

目標
・機能的アセスメントをする
・記録をとる

研修内容
１．困った行動の理由（機能）を考えよう
２．機能的アセスメントをしょう
３．記録を取ろう



要求 ： 何か（物や活動）が欲しい
逃避 ： 嫌だ、逃げたい
注目 ： 注目して
感覚 ： 刺激そのものが快感

（自己刺激）

困った行動がなぜ起こるのか、
理由（機能）を考えよう

「困った行動」が起こるのは、主に4つの
「理由（機能）」 があります。

行動＝「機能している」「役に立っている」
困った行動の「機能」を理解することが
論理的な指導方法を考える第一歩！



困った行動の理由（機能）は、
どうすれば分かるの？

• 機能的アセスメント

お菓子を
買ってもらえる

A:きっかけ B:行動 C:結果

泣きわめく買い物中

行動の機能に
着目すると‥

要求

困った行動の理由（機能）を知るために

A: きっかけ（行動の「前」）
B: 行動
C: 結果 （行動の「後」）

３つの枠組みに分けて情報を集め、整理すること



行動は、どうやって増えたり、
維持したりするの？

お菓子を
買ってもらえる

A:きっかけ B:行動 C:結果

泣きわめく買い物中

行動の結果によって、その
行動が増えることを強化と
いいます。

行動の後（結果）、その子どもにとってメリット
（何かを得る、何かから逃れる）があると行動は
増えたり、維持したりします。

強化



機能的アセスメントで整理してみましょう
～事例：授業中の立ち歩き～

A:きっかけ

難しい問題

B:行動

立ち歩く

C:結果

難しい問題を
しなくてすむ

B:行動

立ち歩く

A:きっかけ

授業中、先生
からの注目なし

C:結果

先生や友達から
の注目あり

機能

逃避

注目



機能B:行動

立ち歩く

B:行動

立ち歩く

感覚

要求

A:きっかけ

授業中
足がムズムズ

C:結果

足がムズムズ
しない

A:きっかけ

授業中、外から
興味のある音

C:結果

興味のある物
が見える

機能的アセスメントで整理してみましょう
～事例：授業中の立ち歩き～



行動を理解するための
機能的アセスメント

・問題解決をするためには‥

１）困った行動が起こりやすい状況を整理する。
２） 「なぜ望ましい行動が起きないのか」

理由（機能）を考える
→機能的アセスメント

３）望ましい行動を定義し、「きっかけ→行動
→結果（ABC）」のそれぞれの 理由に応じ
た方略を考える。

４）起こってしまったときの対応を考える。



実態（現状）把握の第１歩は、
「記録」から！

指導の効果の答えは、
子どもが持っているよ
記録を分析して
子どもから学ぼう！

なぜ記録をとる必要があるの？
本当に指導の効果があったのか確認（証明）する。
→ 教員「指導に対して責任を持つ！」

→ 児童生徒「間違った指導を受けないための権利」

記録の継続が重要！簡単で継続しやすい記録方法や
記録用紙を使ってみよう！



行動の何を記録する？

機能的アセスメント
事例：掃除の時間、暴言を吐いて物を投げる

終了
時間

予測直後の行動問題となる行動直前の行動（きっかけ）
開始
時刻

日付

10分
注目・要求・逃
避・自己刺激・
不明

先生が声かけ寝転ぶ ・ 叩く ・ 泣く ・ 暴言
はじめての掃除場所

「ちゃんと掃除しなさい」
8 時
20 分

5月20日

・困った行動への対応は、情報収集とアセスメントが不可欠です。
・支援の効果を知るためにも、支援前、支援中、支援後と継続し
て記録をとることが大切です。

・記録を継続するためにも、簡単で継続しやすい記録方法や
記録用紙を作成してみましょう。

分
注目・要求・逃
避・自己刺激・
不明

寝転ぶ ・ 叩く ・ 泣く ・ 暴言
時
分

月 日



①動機づけアセスメント尺度（MAS）
（Motivation Assessment Scale: MAS，Durand et.al.1990）

東京学芸大学 特別支援科学講座 小笠原研究室HP
http://www.kei-ogasawara.com/support/assessment/

②機能的アセスメントに基づく行動支援計画作成アシ
ストシステム

岐阜大学 平澤紀子研究室HP 
https://www1.gifu-u.ac.jp/~hirasawa/learning.html

※平澤紀子・笹竹佑太・松下光次郎(2023)機能的アセスメントに基づく行動支援

計画作成のためのアシス トシステム.

機能的アセスメント
～ 作成ツールの紹介 ～



（Motivation Assessment Scale: MAS，Durand et.al.1990）

【結果】
・要求と逃避の機能が高い
・感覚や注目の機能は低い

①動機づけアセス
メント尺度（MAS）



①機能的アセスメント尺度（MAS）

東京学芸大学 特別支援科学講座 小笠原研究室HP
http://www.keiogasawara.com/support/assessment/

②機能的アセスメントに基づく行動支援計画作成
アシストシステム

岐阜大学 平澤紀子研究室HP 
https://www1.gifu-u.ac.jp/~hirasawa/learning.html

※平澤紀子・笹竹佑太・松下光次郎(2023)機能的アセスメントに基づく行動支援

計画作成のためのアシス トシステム.

機能的アセスメント
～ 記録ツールの紹介 ～



②機能的アセスメントに基づく行動支援計画作成
アシストシステム

平澤紀子・笹竹佑太・松下光次郎(2023)機能的アセスメントに基づく行動支援計画作成のためのアシス トシステム.



平澤紀子・笹竹佑太・松下光次郎(2023)機能的アセスメントに基づく行動支援計画作成のためのアシス トシステム.



平澤紀子・笹竹佑太・松下光次郎(2023)機能的アセスメントに基づく行動支援計画作成のためのアシス トシステム.

①

②

③

④



平澤紀子・笹竹佑太・松下光次郎(2023)機能的アセスメントに基づく行動支援計画作成のためのアシス トシステム.



平澤紀子・笹竹佑太・
松下光次郎(2023)
機能的アセスメントに
基づく行動支援計画
作成のためのアシス ト
システム.



平澤紀子・笹竹佑太・松下光次郎(2023)
機能的アセスメントに基づく行動支援計画作成のためのアシス トシステム.



特別支援学級在籍の小学校4年生
・友達にしつこくちょっかいを出したり、わざと嫌がることをします。
・「やめて」といわれても笑いながら続けてしまうことから、トラブルに
発展しやすいです。
・謝ったり順番を譲ったりすることが苦手です。それができないことを
誤魔化すために、怒ったり、黙りこんだりして意志表示をします。

注目

現状

B:行動A:きっかけ
・休み時間、授業中
・先生や友達からの
注目なし

・友達が一緒に遊んで
くれない
・「やめて」と言われる
・難しい課題

C:結果

先生や友達から
の注目あり
（課題をしなくて
済む）

【事例】 友達に「やめて」と言われたら
「ごめんね」と言ってやめてほしい

友達に
ちょっかい出す



A:きっかけ B:行動 C:結果

・望ましい言葉遣いと望まし
くない言葉遣いについて
児童と一緒に考え、一覧表を
作り学級に掲示しておく
・シールを貼るポイントカード
を作り、本児と約束（シール
がもらえる目標）を確認する
・どの行動（望ましい行動）
をすればシールがどれだけも
らえるのかも併せて提示する

友達と遊ぶ時に
「ありがとう」「い
いよ」
「次に使わせて
ね」等の望ましい
言葉を使うことが
できる

一覧表やポイント表を指さし
したり、さらっと声かけしたり
する

起こってしまった時の対応

・先生からの具体的な称賛
→「～回も多く言えるように

なったよ！新記録！」
・友達と遊べる
・「ありがとう」「いいよ」
「次に使わせてね」など望まし
い言葉を使うとシール１枚
・３０枚貯まったら、お楽しみ会
ができる
＜指導２＞
・望ましい言葉を言えた回数に
よって、シールがもらえる
→スペシャルシール

キャンペーン

注目と同じ機能
を持つ望ましい行

動を教える！

友達に「やめて」といわれたら、
「ごめんね」と言って
やめることができる

→次のステップ

友達と遊ぶ時に望ましい言葉を
使うことができる

目標
方策



＜指導１＞望ましい言葉と望ましくない言葉について児童と話し合い、
よい言葉リストを作り掲示。できた項目によってポイントがもらえる

22

1㌽（１）「ありがとう」「いいよ」等

2㌽（２）「やめて」と言われたら、
すぐやめる

2㌽（３）「ごめんね」と言ってすぐ
やめる

2㌽（４）「どうぞ」と言って、ゆずる

＜指導２＞
１日の目標を達成したら
スペシャルシールを
プレゼント！

令和４年度徳島県特別支援教育実践研究報告会 堀江北小学校発表資料より引用

指導
教材

友達と遊ぶ時に望ましい言葉を
使うことができる
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望ましい言動 望ましくない言動

BL
指導1：よい言葉リストの掲示

＋ポイントシール
指導2：スペシャルシール

＋お楽しみ会（回数）

友達と遊ぶ時に望ましい言葉を
使うことができる結果



研修のまとめ

困った行動への支援の第一歩は、実態把握（記録）から。
記録をとって現状を正しく把握しましょう。
記録から分析し、行動の機能を分析しましょう。
「やめさせたい」行動の裏にある「してほしい行動
（望ましい行動）」を目標に設定しましょう。
記録より、指導の効果が見られた場合は、子どもたちに
わかりやすい方法で称賛し、フィードバックしましょう。
効果が見られない場合は、他の支援を検討しましょう。
記録ツールを使う等、記録を取ることが楽（ラク）で
楽しくなるような、仕掛けづくりを取り入れてみましょう。
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